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牛
滝
温
泉
い
よ
や
か
の
郷
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
重
要
な

観
光
拠
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
改
修
に

は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
客
室
も
少
な
く
、

休
日
や
そ
の
前
後
は
予
約
を
断
る
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

指
定
管
理
期
間
が
平
成
30
年
度
で
終
了
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
総
合
的
な
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
民
間
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
、
市
街
化
調

整
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、
よ
り
自
由
な
発
想
で
に
ぎ
わ
い
の

創
出
や
客
室
の
増
室
が
で
き
、
利
益
を
十
分
に
得
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
指
定
管
理
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
た

な
手
法
で
公
募
で
き
る
よ
う
、
た
だ
ち
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

①
丘
陵
地
区
整
備
事
業
に
お
い
て
、
都
市
的
整
備
・
農
的
整

備
の
両
輪
で
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
道

の
駅
愛
彩
ラ
ン
ド
や
、
周
辺
区
域
に
あ
る
蜻と

ん

ぼ蛉
池
公
園
、
近

畿
職
業
能
力
開
発
大
学
校
な
ど
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
施

設
と
連
携
さ
せ
、
さ
ら
に
泉
州
山
手
線
事
業
を
充
実
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
丘
陵
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
！

②
本
市
で
も
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
行
政
と
し
て
積
極
的
な
災
害
対
応
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
市
民
に
対
し
防
災
意
識
の
啓
発
を
行
う
こ
と

で
、
災
害
対
応
力
の
向
上
を
！

③
選
挙
は
民
意
を
反
映
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
位
置

付
け
で
あ
る
。
投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
各
種
手
法

と
創
意
工
夫
で
民
意
が
反
映
さ
れ
た
選
挙
を
！

　
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
本
格

的
に
始
ま
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
要
支
援
認
定
者
は
緩
和
型
サ

ー
ビ
ス
に
移
行
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
。
制
度
上
、
要
支
援
認
定

者
も
サ
ー
ビ
ス
選
択
会
議
に
諮
り
、
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
こ
と
を
、
利
用
者
や
家
族
に
周
知
す
べ
き
。

　
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
介
護
給
付
が
増
加
し
、
さ
ら
に
介

護
保
険
料
が
上
昇
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け

た
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
制
度
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
即
し
た
制
度
の
あ
り
方

や
、
仕
組
み
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
公
費
負
担
の

割
合
の
見
直
し
な
ど
を
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
に

要
望
さ
れ
た
い
。

【
問
】
児
童
・
生
徒
が
日
々
学
び
を
積
み
重
ね
、
確
か
な
学

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
混
迷
す
る
社
会
を
力
強
く
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
・
中

学
校
に
お
け
る
、
学
習
環
境
の
整
備
の
た
め
の
取
り
組
み
と
、

学
校
へ
行
く
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る
状
況
を
作
る
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
外
部
専
門

家
の
助
言
を
受
け
、
児
童
・
生
徒
の
個
別
対
応
の
充
実
を
図

り
、
問
題
行
動
を
未
然
に
防
い
で
き
た
。

　

ま
た
、
学
校
で
多
く
の
時
間
を
費
や
す
授
業
の
充

実
が
重
要
と
考
え
、
授
業
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
な
ど
、
教
職
員
の
授
業
力
向
上
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
る
。

　
現
在
の
本
市
の
財
政
状
況
は
、
非
常
に
危
機
的
で
あ
る
。

市
は
、
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
危

機
的
な
状
況
か
ら
脱
却
で
き
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
現
在

の
プ
ラ
ン
は
一
時
的
な
改
善
策
で
し
か
な
い
。
今
後
、
永
続

的
な
取
り
組
み
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
の
本
市
の
戦
略
に
お
い
て
、
市
長
が
公
約
に
掲
げ
て

い
る
中
核
市
へ
の
移
行
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
と
考
え
る
。

中
核
市
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
市
の
自
主
性
が
今
ま
で
以
上

に
高
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
本
市
の
魅
力
を

最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
財
政
再
建
を
急

ぎ
つ
つ
、
本
市
の
今
後
の
発
展
の
た
め
、
中
核
市
へ

の
移
行
、
そ
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
強
く
要

望
す
る
。

　
市
長
不
在
と
い
う
異
例
の
事
態
の
中
で
、
平
成
30
年
度
当

初
予
算
が
編
成
さ
れ
た
。
新
市
長
が
就
任
し
た
18
日
後
に
、

３
月
議
会
が
招
集
さ
れ
た
た
め
、
新
年
度
予
算
は
最
低
限
必

要
な
経
費
の
み
を
計
上
し
た
骨
格
予
算
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。

し
か
し
、
予
算
規
模
は
前
年
度
比
で
約
96
％
と
な
り
、
硬
直

し
た
行
財
政
運
営
が
続
く
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
市
長
が
、
６
月
議
会
の
施
政
方
針
で
全
体
像
を
示
す
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
議
会
は
７
月
ま
で
の
暫
定
予
算
を
提
案
し
、

行
財
政
の
構
造
改
革
に
着
手
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
併
せ
て
、
新
年
度
で
改
定
や
実
施

さ
れ
る
将
来
計
画
は
、
市
長
公
約
や
市
長
の
考
え
と

同
じ
方
向
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
早
急
に
市
長
と

担
当
部
署
の
協
議
の
場
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

将
来
計
画
の
改
定
な
ど
は 

市
長
と
協
議
す
べ
き

本
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

周
辺
施
設
と
の
共
生
で
　
魅
力
あ
ふ
れ
る
丘
陵
地
区
整
備
を
！

池田　啓子

(公明党）

(刷新クラブ）
京西　且哲

(大阪維新の会）
宇野　真悟

(自民クラブ）
岡林　憲二

(日本共産党）

米田　貴志

(岸和田創生）
河合　馨

議員報酬、議員定数を削減
　今般、直面する市の財政再建に向け、
議会としても本市の財政健全化に取り組
むため、以下の議案を提案、可決しました。

会派代表による

　平成 30 年第 1 回定例会では、7 会派の代
表が総括質問を行いました。（発言順に掲載）

　総括質問・一般質問の様子は、市議会ウェ
ブサイトの録画中継のページでご覧いただけ
ます。
　URL：http://www.city.kishiwada.osaka.jp/
　　　　site/gikai/172rokuga.html

　また、５月下旬以降、市立図書館や広報広
聴課横の情報公開コーナー、市議会ウェブサ
イトの「会議録の閲覧」のページでも詳細を
ご覧いただけます。

要 旨

　
永
野
市
長
は
選
挙
公
約
に
「
広
域
連
携
に
よ
る
行
政
の
効

率
化
」
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
般
策
定
さ
れ
た
行
財

政
再
建
プ
ラ
ン
案
は
、
市
有
地
売
却
な
ど
の
一
時
し
の
ぎ
の

よ
う
な
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
は
抜
本
的
な
構
造
改

革
、
例
え
ば
広
域
行
政
の
推
進
、
窓
口
・
専
門
事
務
の
委
託
、

職
員
の
配
置
と
人
件
費
の
あ
り
方
の
検
討
な
ど
に
よ
る
大
幅

な
経
費
削
減
を
行
う
プ
ラ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
に
広
域
行
政
は
、
単
に
財
政
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、

本
市
が
泉
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
し
て
の

位
置
付
け
を
問
わ
れ
る
問
題
で
も
あ
る
。
他
市
町
と

の
交
渉
に
お
い
て
は
、
本
市
だ
け
が
良
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
考
え
で
は
な
く
、
地
域
全
体
を
見
据
え
た
立

場
で
交
渉
し
て
も
ら
い
た
い
。

(新生改革クラブ）
井上　博

総括質問

行
財
政
改
革
事
業
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問 

○
（
仮
称
）
泉
州
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ

今
後
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問 

○
岸
和
田
市
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
（
案
）

　
　
　
　
　
　

 

○
各
部
門
の
基
本
計
画
・
推
進
計
画

そ
の
他
の
質
問 

○
岸
和
田
市
総
合
戦
略

そ
の
他
の
質
問 

○
今
後
の
市
政
運
営

そ
の
他
の
質
問 

○
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
（
案
）

　
　
　
　
　
　

 

○
中
小
企
業
支
援
策　

ほ
か

☆議会の議員の議員報酬及び
　費用弁償等に関する条例の一部改正

【概要】
　岸和田市議会の議員の報酬などを、平
成 30 年４月１日から 31 年４月 30 日ま
で 10％減額します。

☆岸和田市議会議員定数条例の一部改正

【概要】
　岸和田市議会の議員の定数を、次回の
一般選挙（31 年４月予定）から、現行の
26 名から 24 名に改めます。


